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近年3次元ホログラフィー技術によるラベルフリー定量位相イメージン
グ（QPI）が生命科学や生物医学分野において注目を浴びている．
その理由は蛍光染色や固定が必要なく非侵襲的に細胞の3次元位
相差画像を高速 (数秒) かつ高分解能で再構成し、細胞と小器
官の屈折率（分子密度）と体積情報を提供するからである．
今後核やミトコンドリアダイナミクスを始め、プログラム細胞死、 オート
ファジー、脂肪滴形成、液-液相分離など様々な細胞生物学的研
究への応用が期待される。 本大会ではQPI手法 の一つである光回
折トモグラフィー（ODT）顕微鏡（Tomocube社，HT-X1）を
用いた最新の細胞解析について紹介する．
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単一細胞の3次元ホログラム画像(a) と細胞質に発生した小胞の数と体積の時間変化 (b)．
タプシガルギンによって引き起こされるオートファジーを時系列に分けて解析した例．
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